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〔研究目的〕

個人にとって極めて内的なことがらを一一それが受け入られるかどうかが分からな

いという意味では、ある種の賭けのようなかたちで一一一〈他者〉に宛てて語る。〈告白〉

としづ行為は、キリスト教における告解の伝統にもみられるように、主体の内面性の形

成に深く関わる営みといえるだろう。本研究では、〈告白〉をめぐる現代的状況を、主

体の内面性をひとつの軸として明らかにしそこに臨床的に応用可能な提言を行うこ

とを研究目的とした。

〔研究経過〕

本研究は、おおきく 2つのアプローチを採用した。作品・資料を用いた文献研究と、

インタビューなどを交えた実地調査である。

はじめに、文献に基づく研究では、文学作品(川端康成、三島由紀夫)ゃある精神病

者(シュレーバー)の手記などを素材とし、精神分析学、文学、社会学、ジェンダー論

等、各研究メンバーの専門領野の知を動員しつつ、〈告白〉のあり方を分節化する作業

を試みた。またこの作業と平行して、宗教における告白の歴史を追った。

続いて、実地調査でも、主体の内面性という観点から〈告白〉を問うとしづ本研究の

立場は変わらない。具体的には、性同一性障害と分類される(生物学的な性と自身の性

の自認に翻離のある)方々に個別のインタピ、ュー調査を行い、告白という言語行為の内

実に迫った。性別という、一見単純でありながらも、やはり深淵な問題を抱え続ける人々

の告白(カミング・アウト)は、告白の現代的状況を捉えるうえで、貴重な示唆を与え

てくれた。

-24-



なお、これらに並行して、週一回の輪読会をおこなった(アウグスティヌス『告白』、

デカルト『省察』など)。

〔研究成果〕

キリスト教における告白 Confessionというと、罪の告白を一番に思い浮かべる人も

いるかもしれないが、それはまずなによりも信仰告白を示す。そもそも信仰告白を欠い

た罪の告白というものは、真実ではありえないで、あって、その意味で信仰告白は、告解

の前提条件ともいえるのである。ところで信仰告白とは、イエス・キリストに対する自

己の信仰を明確な言葉で言い表すこと、とされる。しかしこれは、神のみ業のすべてを

明確完全に知ることとは実は関係がない。信仰告白は、宣教師の言葉を聞き、「汝これ

を信じるかJと間われ、「我イ言ずj と応答するものであらねばならない。もちろんこれ

は強制で、あってはならず、自己の責任と決断によって、教会の信仰告白に同意を表明す

るものである。だがしかし信仰告白の対象についての知は、そこで必ずしも必要ではな

い。ここにはひとつの飛躍がないだろうか。信仰する者にとっては不可欠な行為である

ある信仰の告白は、それなしでは世界から見放されて存在することにも等しい。それゆ

え「汝信じるかJという聞いに「我信ず」ということは、義務でなくとも、それ以外の

選択の余地はない。それは問われた時点で答えを強制された選択なのである。これがな

ければ、生がはじまらない以上、個人が世界と契約するその瞬間は、もうすでに常に決

定済みなのである。あらゆる信に知が同居しているとすれば、ここには特殊な形で知が

信に基盤を与えているといえる。この不可解な信の発露を愛の萌という美しい比喰で語

ることもできただろう、しかしここでその誘惑には一歩距離を置き、むしろ愛を語るこ

とのなかに、最初の失われた契約の次元を見て取ることを試みた。

本研究は、テーマの深さとメンバーの構成が相まって領域横断的なものになったが、

いずれの作業も人聞がひとつの記号として世界へと入録されるこの契約の瞬間を分節

化しようとする試みで、あったと言えるかもしれない。それは時に神への愛であり、国家

への愛であり、父への愛であり、母への愛として語られたりするのだけれども、愛につ

いて語る主体が、そうした決定的瞬間の立ち現れに立ち会う可能性は、新たな主体の可

能性と等値することができるだろう。かつて経験されたことのないこの契約の次元を、

臨床場面は常に、射程にいれねばならない。そこで臨床的応用可能性としては、そうし

た告白を可能する条件としての場についての考察を加えた。

なお、紙面の関係上、こうした調査・研究の成果のひとつひとつをここで紹介するこ

とはできない。これらについては来年度以降随時、学会等で発表の予定であるので、詳

細についてはそちらを参照されたい。
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